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2016 年 11 月 25 日横浜市技能文化会館において連合神奈川公務部門連絡会・県公務労協と共催

で実施した学習会「熊本地震にみるメカニズムと防災対策」で、神奈川大学工学部の荏本孝久教授

より「2016 年熊本地震のメカニズムとリスクマネジメント」をテーマにご講演をいただいた。本

稿は、その講演内容をもとに荏本氏が書き下ろし、編集部で図表等をレイアウトしたものである。 
 

 
１．はじめに 

 
2016 年 4 月 14 日 21 時 26 分、熊本県熊

本地方を震央とする、震源の深さ 11km、気

象庁マグニチュード(Mj)6.5［モーメントマ

グニチュード(Mw)6.2］(※編集部注)の地震が

発生し、熊本県益城町で震度 7 を観測した。

その約 28 時間後の 4 月 16 日 1 時 25 分には、

同じく熊本県熊本地方を震央とする、震源の

深さ 12km、Mj7.3［Mw7.0］の地震が発生

し、熊本県西原村と益城町で震度 7 を観測

した。気象庁は前者を前震、後者を本震と発

表した（図１）。 
Mj7.3 は 1995 年に発生した兵庫県南部地

震（阪神・淡路大震災）と同規模の内陸活断

層型大地震であった。 
 
２．2016 年熊本地震 

  
熊本地震の震源となった九州地方は中央部

に大分県別府市から熊本県熊本市に至る東北

東－西南西方向に延びる明瞭な断層帯が存在

し、火山活動も活発で中央付近には阿蘇山も

位置している。震源となった日奈久断層およ

び布田川断層は、この断層帯に属していて、

２つの断層の交差する付近（益城町）に震源

があった（図２）。前震となった日奈久断層

は交差する付近から南西方向に長さ約 20km、

幅約 10km の断層面上で顕著なズレが発生

し、本震となった布田川断層では交差する付

近から北東方向に長さ約 50km、幅約 10km
の断層面上にズレが発生した。最も大きなズ

レ量は約 2m で布田川断層の西側表層に発生

したもと考えられ、地表面で確認された断層

のズレ量に整合し、益城町における顕著な被

害の分布にも整合している。同様な断層運動

や地表面上のズレは布田川断層面上の北東側

にも認められ、南阿蘇村の大規模な斜面崩壊

や建物倒壊被害を生じさせた。これら 2 つ

の前震と本震では益城町に設置されていた強
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布田川断層帯

日奈久断層帯

前震（M6.5）

本震（M7.3）

図１. 前震と本震の震度分布　（気象庁 HP による）

前震（M6.5）の震度分布 本震（M7.3）の震度分布

図２. 布田川断層帯と日奈久断層帯の位置

断層帯によって破壊された道路（西原村）
※写真提供：佐藤孝治研究室
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震 で約 1,000gal を える最大 度が

されており、震度 を２ 観測しているが、

めて強い れを生じたことが される。 
被害は 者 110 （震災 連 を ）、

者 2,407 、 壊 8,257 、 壊

30,957 （ 防庁 2016 年 7 月 在）が

されている。益城町等の被害 の を

１に する。被害の様 は 1995 年阪

神・淡路大震災における神 市における被害

の様 に しており、M7 規模の い活断

層運動による めて な強い地震動によ

り発生したものと考えられる。 
熊本地震による被害と教 は ある。

なものを すると、 
・ に の活断層が活動した、 い内陸活

断層型地震であった。 に、マグニチュード

ク スの大地震が連 して発生し震度 を 

２ された。 
・顕著な断層活動と強い強震動により活断層

いの建物に被害が集中し、 被害が

発生した。 た、 の 震が連 に  

発生し、長 間に って いた。 
・西は 明 に面した熊本県熊本市、 市

から東は別府 に面した大分県大分市に至る

活断層帯の い で 震が発生した。 
・阿蘇山 で火山 地 のため大規模な斜

面崩壊が 発生し、 した集 も 在し

た。 に、被害集中地となった益城町、  

西原村、南阿蘇村では災害対 の に

りがあり、対 に 間 った。 
・ の庁 や学 な の公 施設が被

災し、災害対 が した。 
・ の災害対 は ・ 災害の対 が

で、地震災害に する対策が 分であっ

た。被災者の 容のための 施設に被害が

あり、 な 容ができなかった。 
・被災者は 震のため、 内の が

でき の やテントを する を強

いられ、 に、 者は を崩し震災 連

な による 者を発生させた。 
・ イ イン（ ・ ・ スの 施

設）の被害により、 や の が に

なった。 
・ 路の被害や斜面崩壊、 の被災により、

物 能が 下して物 の が発生し

た。 
これらの教 から られる 後の とし

ては、 
・地 として、地震や活断層に する

と防災 の  
・災害対 である庁 ・ 防・ の庁

、 な の建物の 震化や 建て え 
・学 、 館、公 館、 合運動公 、

施設な の 震化 
・公 と 会、 、地 間の

共 化 
・災害時の ・公 と 間 との

協 の  
・防災 、防災教 、 時の 連

型 み 
・大規模災害を した地 防災 の策

と 共 、 ネ ト ークの  
な が られ、 に大規模な地震の発生

度が くない地 であり、地震の発生が

発 であったことから、地 にとって な

対策の な実施と運 の実 を める

が かった。 発 に発生する地震 の

えと な対 策が めて である。 
 

．地震の  

 
 近年、 に 1995 年阪神・淡路大震災を

き こした兵庫県南部地震（M7.3）の発生

「西日本は地震活動 に った」と

れるよ になり、2000 年 県西部地震

(M7.3)、2001 年 地震(M6.7)、2004 年

県中 地震(M6.8)や 2005 年 県西方

地震(M7.0)な が連 に発生した。2013
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写真１. 地表面に現れた地震断層と被害状況

※写真提供：荏本孝久教授、佐藤孝治研究室

(a) 益城町における断層と建物被害

(b) 南阿蘇村における被害

(c) 西原村における被害
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年東日本大震災を き こした東北地方

地震（M9.0） は「日本 が地震

発生活動 に った」と れるよ になり、

年のよ に M7 規模ク スの被害地震

が に発生している。地震は、大きく２

つの イ に 分される。１つは 型 大

地震（M8 ク ス）で、2011 年東日本大震

災が最近の顕著な である。神奈川県の近

くでは 1703 年 東地震（M8.2）や

1923 年 東大震災（M7.9）が られる。

も 1 つは内陸活断層型大地震（M7 ク

ス）で、1995 年阪神・淡路大震災や 2016
年熊本地震な の くの顕著な が られ

る。図 に近年の大規模地震の発生 を

す。 
 型地震は、 に日本 の 側に

存在する レート である において、

側の レート（ ）が陸側の レートの

下に り ことにより発生する大規模な地

震であり、内陸活断層型地震は、陸側の レ

ート内に存在する活断層のズレ 壊により発

生する。 には「 下型地震」な と

れている イ の地震である。 在、日本

で約 2,000 度の活断層が確認され、約

100 度の活断層について しい が実施

されている。 型地震は、 に規模が大

きい地震であるため に の被害が発

生し、地 の地 な の が大きく

し、 た 長 （ 2 度

上）の地震動が発生するため 層建物や

ンクや長大 な 大規模 物に被

害を発生させる が考えられている。

方、内陸活断層型地震は に 型地震に

て規模が さく、断層のズレ運動の様

に されて断層近 の な におい

て めて大きな れを生じさせる。 
 東地方では つの レート（ ）が

なるよ に会合する にも な地 と

なっており、地震の発生 度が顕著な地 と

なっている。地震は上 のよ に 型 大

地震もあり、 には 1703 年 東地

震（M8.2）や 1923 年 東大地震（M7.9）
な が られている。これらの 型 大地

震が発生することになれ 2011 年東日本大

震災に するよ な被害が される。

た、内陸活断層型大地震としては 1930 年北

地震（M7.3）、1931 年西 地震

（M6.9）な あり、それ 前に活

動した地震断層としては 断層 、 原

断層、 川断層、 府 ・ 田断層な の顕

著な活断層が存在している。これらの活断層

が な断層運動を って活動するよ なこ

とがあれ 、1995 年阪神・淡路大震災ある

いは 2016 年熊本地震に するよ に

に大きな れを生じて被害を発生させる

能 がある。 
 た、 東地方は でも最も大きな 地

である 東 が存在している。このた

め い 層に れ、 に表層地 は

で、地震 と れる な での深

さは最大で約 4000m（横浜市付近）に し、

上 した長 地震動が する 能 も

い。 た、ここには約 3000 の （

の約 1/4）が する が 地して

おり大規模な地震災害に至る 能 が く、

大 をきたす 在 な がある。 
 
．地震災害 に け  

 神奈川県における地震 害  

 
上 のよ に地震災害が発生する 能 の

い神奈川県においては、地震被害

が 1970 年 より り し実施され、 在

の が し、 が とめら

れて公 されている。地震被害 は、

地震発生のメカニズム（ 型 大地震や内

陸活断層型大地震な ）や地震被害発生のメ

カニズム（地震の れや による 被害、
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図３. 近年の大規模地震の発生場所と被害

表１. 神奈川県の地震被害想定調査における想定地震
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物被害や延 火災な ）を 学 に考

して、地 に 大な被害を発生させる 能

のある つかの地震を対象に め被害の様

を して、防災・ 災対策を考える で

実施されている。 
神奈川県では表１に す 11 地震を し

て被害 を実施している。 地震の

位置は図 (1)、(2)に すが、 した地震

とその規模によって大きく なっている。こ

れらの 地震において する被害 と

しては震度分布、 化発生分布から建物被

害、火災被害、 被害、 イ イン施設

被害、 路交 被害な に っている。 
なお、表１に した 地震の 下方に

ある 5 つの地震については「 考」として、

に による被害を するために

に する の を している。これ

ら 11 イ の 地震に対する地震災害の

様 は、 地震によって大きく なっている。 
これは、 した地震の規模や位置、地

の 、 分布、建物・ 物および

イ イン施設の や建設年 、分布 度

な 地 の によるものである。地震災害

のメカニズムは めて な が に

連し、災害の連 を地震 に するた

め、 の災害 の分 な を考 し

て被害 を がある。 
に、神奈川県において地震災害に対する

防災・ 災対策上 と考えられる 地震

は「南 東地震」（1923 年 東大地震の

を ）であろ と考えられる。この

地震に対する震度分布の は図 に

すとおりであるが、神奈川県の が震

度 6 強 上の強い れに れ、建物被

害、延 火災や 化 象が県内 地に が

るとい が されている。 つかの

地震に対する被害 の は表２に

されている りであり、県 として同地

震は した被害が される。 

実 に約 90 年前の 1923 年 東大地震に

おいては 東地方を中 に約 10 5 の

者と約 40 に 建物が 大な被害を

けた。神奈川県内では、 、 、 田

原な 模 の 市においても建物倒壊

や延 大、 化や な で壊 な被

害を けたことは の 実である。 時の

横浜市 （ 在の中 ・西 ・神奈川 付

近）においても、建物倒壊や延 火災な で

約 2 の 者が されている。 
上 したよ に地震災害は めて であ

り、 しも被害 りに被害が発生する

とは え 、 に大きな差 が生じる

ことも 分考えられるが、考え る被害の

量を して、 路、 、

の内容と 量な 防災・ 災対策に な

を えるものとなっている。 
神奈川県の被害 では、 つかの

な 地震に対して、上 のよ な被害

量の とともに、被害発生の時間 と

災害対 （ 、 防、 、 、学

、 な ）の対 な を して、

災害対 リ を して、防災 な

に り で な災害対策を模 している。 
た、 後の中長 な防災・ 災対策と

して「地震防災 」を策 して 2025 年

でに す き 災 の を めて、対

策の える化を図って、 な防災・ 災対

策を めている。 
 

． の 災 災  

    地震災害のリスクマネジメント  

 
これからの防災・ 災対策を めるに た

っては、 在の 市 ・ 会 を

えて、共 した大規模地震災害のトー

イメージを つことが であろ 。 え 、 
下のよ なイメージが される。 
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図４. 想定地震の位置図（1）

図４. 想定地震の位置図（2）
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型 大地震（M ク ス）の 合 
・ な強い れ（震度 強） 
・ な の  
・ 地 地 の 化 象と LL 被害 
・長 地震動の  
・ 層建物・長大 物な の被害 
・ 大な 被害の発生 
・地震火災の発生 
・地 ・ 市の 能  
・ 大な被災者・ 者の発生 
・ ・ の 延 
・教 ・ 労 会の  
・ の と  
このよ な地震としては、南 東地震 東

・東南 ・南 地震な が考えられる。 
 

内陸活断層型大地震（M7 ク ス）の 合 
・断層近 の な強い れ（震度

強） 
・ 地 の 化 象と LL の被害 
・ 時間・ 地震動の強い れ 
・断層近 における斜面崩壊 
・ 建物・中 層建物な の被害 
・地震火災の発生 
・ に の 被害の発生 
・交 の 断による生活  
・ ・ 源の確  
このよ な地震としては、県西部（ 断

層 府 - 田断層）活断層帯 断

層帯地震な が考えられる。 
 
2011 年東日本大震災 、 では 地

震発生の活動 に った と れ、 後も

顕著な被害を よ な大規模な地震が発生

する 能 が くなったと考えられるよ に

なってきた。 の 後の防災対策としては、

これ での対策に えて、 
南 ト 地震災害対策 別 置  

下地震防災対策 別 置  

強 化  
地 防災 の策  

の たな防災 連の を して地震災害

対策を強化する施策を めている。 
 しかしながら、グ ー な ・ 会の

とともに東日本大震災で被災した

原 発 の災害が えた 会 な

や ネ ー を め、 な

化の 、 会 の 、 気・ な

の な ース クテ な 明な

会 が横た るなか、 に する

会・ と 大災害 の対 を図ること

が な となる。 
 た、災害が 発する の中で、市

の ン ン スに いた 連 型の地

防災・ 災活動が益 となるものと考

えられる。ただし、このよ な防災・ 災対

策は の地震災害に されてきた ード

な防災対策では 能で、 ードな防災対策

の上に トな防災・ 災対策を えた 合

な防災・ 災対策が で、 会 には

益 しい対策である。 
公 に ら ・共 に する防災・

災対策の が めて になる。 
そのための地震災害のリスクマネジメント

の は、 には 下のよ に とめら

れよ 。 
・地 を えた被災イメージの  
・災害対策の の と （PDCA） 
・実 のある地 防災 ・地 防災

の  
・地 連 を えた防災・ 災対策の

な実施 
の大規模地震災害が発生する前に、 上

のよ な 会 ステムが されて、災害を

化できるよ な地 ・ 会が実 される

ことを したい。 
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震 布
震

図５. 被害想定調査の結果の一例

表２. 地震被害想定調査による被害の概要
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． め 

 
日本は地震大 であると れる 地震

が く発生し、大規模な地震災害も 発して

いる。その は、1960 年 から されて

きたグ ー 地 学である レートテク

トニクス で 明されてきた。 た、近年

の 学技 の にともなって、より な

地震発生メカニズムについても断層震源

な 物 なア ーチが れて、 の

象が 明されるよ になってきている。こ

のよ な 学技 の により、 なくとも

1995 年阪神・淡路大震災 2016 年熊本

地震に至る くの被害地震の発生メカニズム

は、地震後の分 から 明されている。しか

しながら、 こり る地震に しては、

地震 がそ であるよ に いつ 、

こで 、 の 度 の地震であるかを明確

にすることは しい。 って、地震災害に対

するリスクマネジメントは、上 の被害

のよ に に される地震を設

して、被害の様 を 学 な に いて

することにより、地 にとって最 な被

災 リ を設 して、 な防災・ 災対

策を考えるとい ことになる。その に ー

ドな防災対策だけではなく トな防災・

災対策を に し 前に防災・ 災対策

に み ことができるかが最大の であ

る。しかも のよ な大 市になれ な

る 様な 、 、地 、 が 在

する の中で、共 の ン ン スを っ

て トな防災・ 災対策の は にな

るものと考えられる。 
 

1) T. Enomoto, H. Ma, S. Inoue, T. 
Inubushi, Y. Oda, T. Ochiai, M. 
Navarro, F. Vidal, ”Preliminary Report 
of Damages by the 2016 Kumamoto 
Eq., Sequential Mw6.2 and Mw7.0, 

and Estimation of  Surrounding Soil 
Structures by Array Microtremor 
Observation”, 11IWSZRR, Granada, 
Spain, Nov. 2016 

2) 荏本孝久「2016 年熊本地震のメカニズ

ムとリスクマネジメント」、連合神奈川、

神奈川県公務労協 共同 催 
「熊本地震にみるメカニズムと防災対

策」講演会、2016 年 11 月 
3) 発 防災 学技

HP「熊本地震に する 」 

http://ecom-plat.jp/nied-cr/ 
4) 気象庁 HP「 28 年（2016 年）熊本

地震の 連 」 
http://www.jma.go.jp/jma/menu/h28_ku
mamoto_jishin_menu.html 

5) 内 府 HP「 28 年熊本地震に す

る対 等」 
http://www.bousai.go.jp/updates/h2804
14jishin/h28kumamoto/index.html 

6) 建 学会災害 会「2016 年熊本地震 

災害 会」2016 年度日本建 学

会大会（九州）災害部門 会  
7) 学会 地震工学 会「 28 年

（2016 年）熊本地震 地震被害  
会」 学会 

8) 発 建 「 28
年（2016 年）熊本地震建 物被害

（ ）」建 No.173, 
September 2016 

9) 熊本日日 編「 ・ 別

集 28 年熊本地震 発生から

2 間の 」熊日  
10) 熊本日日 編集 編著「熊本地震 連

の 」熊本日日  
 
部  

モーメントマグニチュードとは、 の れの規

模をもとに したマグニチュードのこと。 
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2016 年 11 月 25 日横浜市技能文化会館において連合神奈川公務部門連絡会・県公務労協と共催で

実施した学習会「熊本地震にみるメカニズムと防災対策」で、 ン ー で神奈川大学 学

部の 孝 教授より「熊本 連 地震からの 」をテーマにご講演をいただいた。本稿は、そ

の講演内容をもとに 氏が書き下ろしたものである。 
 
 
はじめに 
 
 本稿では、4 月 14 日 と 28 時間後の 16
日 明に発生した熊本の連 地震について

った神奈川大学の に いて、熊本

の連 地震からの －大規模災害のリス

クと災害 者の 実とい テーマを り上

る。 
神奈川大学では 2011 年 3 月の東日本大震

災の発生後、大規模災害対策 ジ

クトを発 させ、 県、 城県の 陸

部の 被災地の被害や に す

る を ってきた。 た、 後発生が

されている南 ト 大地震に 連し

て九州東 、 、 な での

防災の を してきた。 
熊本の連 地震の発生 後から、同

ジ クトとして熊本 地の被害 に す

る を に って実施した。本稿は、

には 下のよ な内容で する。 
に、熊本の連 地震では、連 して

発生した地震被害と 地震としての熊本

地震の や について考えることにし

たい。 
に、連 地震と災害 者の 実では、

熊本地震の被害 から えてきたさ

な様 な を 7 つの イントに分けて

することにしたい。 
最後に、熊本地震から えてきた大規模

災害によるさ な が や の

地 にとって のよ な を つのかと

い ことや 地震を ることは 合な

実の にもつながるとい ことを考え

ていきたい。 
 

１．熊本の 地震 は  

 

1 熊本の 地震 は  
熊本の連 地震では、前震が 4 月 14 日

 

熊本 地震 の  

大 災害のリスク 災害 の  
 

神奈川大学 学部教授 神奈川 ン   孝  

講演中の佐藤氏

12　自治研かながわ月報 2017年2月号（No.163）
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後 9 時 26 分に発生した M6.5 の地震で、益

城町で震度 7 を し、益城町や熊本市な

の地 で大きな被害が た。 は、こ

の前震が本震とされ、その後は 震が く

と考えられたが、 は と って

した。時間をおいてさらに大規模な本震が

発生したのである。 
本震としては前震の 28 時間後の同 16 日

前 1 時 25 分に前震を上 る M7.3 の地震

が発生し、益城町と西原村で震度 7 が観測

されるとともに、熊本県だけでなく九州

で強い地震動が観測された。 
これは 14 日に発生した前震を上 る規模

の地震であり、28 時間に震度 が連 した

とい のは観測 上 めてのことであると

気象庁は発表した。後で れるよ に、気

象庁の前 の が発 したのが約 150 年

前の 1872 年で、それ めてとい こ

とであり、それ 前に同様の連 地震がな

かったとい ことではない。 た はその

ことを れてはいけないだろ 。 
 本震では震度 6 強を熊本市、 市、

市、 城市、合 市、大 町、 町、

南阿蘇村で観測、震度 6 も阿蘇市、

市な で観測された。被害の は前震よ

りも 大し、震度 6 は大分県 布市 布     

 

１ 2016 年熊本地震の  

( ) 者  

１ 本震の震 の地  

 

 
や別府市 地 な でも観測された。

震度 5 強の地 になると九州 や の

県にも がっていた。 
熊本の連 地震では、建物や 地、 路、

、 地な に で 大な被害が発

生した (表－１、図－１ )。本震の被害

地 を考えてみると、熊本地震とい より

は実 には熊本・大分地震と き地

震である。 
熊本地震の前震 M6.5 と本震 M7.3 とい

のは地震の規模として れ らいの大きさ

の いがあるのかとい ことで、地震規模

の 図を してみた。この図は、ある

度は地震 ネ ーの大きさを した

図になっているのではないかと考えている。 
M6.5 と M7.3 を すると、地震規模の

大きさとしては 16 も (図－２ )。
前震の 28 時間後に 16 も大きな本震が発

生したとい ことが熊本の連 地震の

である。 
熊本県内には つの大きな断層帯、日奈

久断層帯と布田川断層帯が っている。本

州中部から を横断、 を って

方原発の 合 6 付近、大分県、阿蘇山

と く中央 断層帯の西 が熊

本 である。 、日奈久断層帯で前震

が発生し、布田川断層帯で本震が発生した。 

2016年熊本地震・本震(4月16日01時25分)

震度6弱

震度6強

震度6弱は大分県別府市鶴見と由布市湯布院、震度5強は九州全域で観測

熊本 連鎖地震からの警告　13
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２ 2016 年熊本地震の  

 
    
 

2 熊本地震 の大地震 の  
熊本の連 地震にはいくつかの が

られる。 
に、震度 6 上の地震動を し

た が熊本県 の 8 を える 148
であった。 者 は ーク時 4 月 17 日

で 18 3,882 、熊本県の の 1
であった。熊本市の 者 だけでも約 10

であった(図－ )。 

の として、 に された

館な の施設で、 や 明 な

が 下して、 してきた が れな

い施設が したことがある。連 地震と

その後も いた 震に対する から

中 、 地の物置や ニー ウスな

で りする も く た。 
熊本市の に ると、田 地帯が 

 

 熊本地震の の  

 
熊本 熊本地震 の  

がっているとい 地 がある。約 18
とい 者 は、地方 が

した に った た だけで、 中

した 、 地の物置や ニー ウス

のよ な で ごした た は対象とし

て されていない。 
つ り、 の 者の実 が

できていないので、熊本における 者

とい のは実 に あったのではない

かと考えられる。2004 年に発生した 県

中 地震でも同じよ なことが こった。

下地震が発生した 合を すると、

東 や神奈川では な で 容し

きれない 合や、 にそれらが 能しなか

った 合、 中 、 の物置、 地の

ニー ウス、公 のテントな で生活す

るとい ことは 度や 地の 約によ

って 実 ではない。 
 の として、11 月 14 日 在、熊

本地震による 者 140 、 者

2,542 である。その内 は、地震による

50 、震災 連 90 である。震

災 連 は でも え けている にあ

る。 被害としては、熊本県の発表で 3
7,850 (9 月 28 日 在)となっており、

阪神淡路大震災の 9 に 大きさとな

っている。 
11 月 14 日 在の熊本県の 被害は、

壊 8,320 、 壊 3 1,475 、 部

壊 13 5,613 となっている。 イ イ

ンの被害としては、断 40 、 45
、 ス 10 であった。 

熊本城の や城 の被害、阿蘇神 の倒

壊な の被害に象 されるよ に、文化

にも 大な被害が た。災害 物の発生

量は 7 月 27 日 在の で、 ンクリート

約 91 トン、 約 46 トン、 属約 6
トンな のがれきが発生したが、倒壊し

た の な が すると、 後、が

1

2 0 1 6年熊本地震

本震

本震は 震 1 6
( は 大 で )

M6.5

M7.3

4 月 1 4 日 2 1 時 2 6分 4 月 1 6日 0 1 時 2 5分

震 2 8
時

14　自治研かながわ月報 2017年2月号（No.163）
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れきは すると られる。 物の被害

は と なく 12 4,014 で、 が

その と を めている。 
の としては、4 月 14 日の前震

、震度 1 上の 地震は 11 月 14 日

でに 4 を え、震度 4 上だけでも 100
上観測された。 地震の で 明す

るが、熊本県では、大規模な地震が発生す

ると、その後の 震は長 間、 に

く 向がある。 
の としては、地 に えた被害

とい ことで、 化の発生や斜面崩壊や

も 発した。これは、阿蘇火山帯の火

山 な の 物が した 地であると

い ことが大きく している。南阿蘇村

の阿蘇大 が崩 した地 では、 を

えるよ なかた で斜面崩壊が発生した。 
 熊本地震とその の大地震の被害 を

してみると、本震時に、震度 6 上を

した市町村 とい のは、阪神淡路

大震災 232 、 県中 地震 38 、

東日本大震災 786 、熊本地震 148
で、これは県 の 83 に上る。 

者 が、阪神淡路大震災 31 6
(兵庫県 の 5.7%)、 県中 地震約 10

( 県 の 4.2 )だったのが、熊本

地震 18 3,882 で、熊本県 の 10.3
に していたとい ことである。しかし、

前 したよ に、 者 は 2 3 に し

ていた 能 が大きいので、県 の 20
30 が 者 として されないとい

けないだろ 。 
下地震の被害 では、 者

は 720 度になると されている。

下地震が発生した 合、 に深

な が発生する 能 が大きい。

下地震が発生する前に、 県や市 町村に

とって は山 みである。 
 

地震 の熊本地震 

 熊本 熊本地震 の に

２ 熊本地震 大地震の 害  

3

熊本地震と 大地震

熊本 連鎖地震からの警告　15
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に、 地震として た熊本地震を考

えてみよ 。 日本被害地震  599-
2012 (東 大学 会 )とい 文書な         

をもとに 地震を に とめた文

を すると、熊本では に くの地震

が発生していたことが分かる。 
熊本県の ーム ージでは、熊本には地

震が ない、 な地 であるとい こと

を のための い文 としていたが、

これは な 実とかけ れた 明であ

る。2014 年に熊本市防災会 は日奈久断層

帯・布田川断層帯が した地震被害の

を ったが、市町村や地 会に

が することはなかった。やはり

地震が ないとい ことを じ でいた

よ に じる。 
熊本県では、 害や に対する防災

は 前から かったが、大地震に対する

は と なかったのではないかと

れる。これは、阪神淡路大震災 前の

神 市と共 した である。 には

に地震が発生したとい が って

いるのに、 な 実から学 とい こ

とが くされてこなかった。 
前 の文 をもとにして、熊本で発生し

た地震を表に とめてみた (表－ )。
2016 年の熊本の連 地震の前に、21
になってから 2011 年、2005 年、2000 年と

中規模の地震が発生しており、20
には 8 の地震が観測されたが、その

２ は M6 上の地震であった。19
には M6 上の地震が 4 発生、熊本市内

や熊本城にも 大な被害が た。18 に

3 、17 にも 2 発生した。 
その前は 870 年 で地震の が って

いない。しかし、それは、その間に地震が

発生しなかったとい ことではなく、

面に を す 、たとえ の のよ

な 物がいなかったのか、 文書が災害

での 壊や での にあった 能 が

大きい。だから、その 間も同じよ な

ーンで地震が発生していたと考える方が

である。 
 

 地震 の熊本地震 
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1619 年から 2016 年 での 400 年間の

を ると、熊本県では 2016 年の 2 分

を れると 25 も規模の大きな地震が発生

している。その 、M6 上の地震が 9
発生した。19 後 の 1889 年、1894 年、

1895 年、1898 年の 10 年間で M6 上が 4
発生した。 に、1889 年の地震では、熊

本県内の被害が 大だった。 時 の

1858 年には熊本城の被害は深 であった。 
のよ な熊本城の被害は めての

ではなかった。その 10 年前の 1848 年に

も熊本城は 大な被害を けた。さらに 17
で ると、1619 年に、 後 の

城、 城の月でも れた 後 田

の 城な が 大な被害を けたとい

が されている。 た、1625 年には熊本

城火 庫が大 発を こしたとい ことも

文書にある。 
地震に する ( )を 図 に

から し っているのか、 実と

ことを っているのか、その が もよ

く分からない。このよ なことを に、

中学 や での教 の中で地震のこ

とが教えられて なかったから、地 の

は熊本には大きな地震が発生しないと

ってきた 能 がある。 
気象庁地震 長が「連 地震は

が めて」と 者会 で 明していた。 
しかし、 日本被害地震 を ると、

連 地震の が ている。1683年 6月 17
日、日 で地震が発生して、 18 日に 度

のさらに大きな地震が発生したとい

が されている。これらの日 地震は連

地震である。前震と本震を たら、後

の地震の方が大きかったとい ことである。 
た、93 年前の 1923 年 9 月に発生した

東大震災では、強い れは 度 され

たが、 度 の地震が最も強く、震源も動

いたのではないかとい のが 大学  

災連 ン ーの 村 教授の 文

「 から される 1923 年 東大地

震の東 における強震動」( 地震 2
)な で明らかにされている。 模 深

くで最 の地震が発生し、 度 か 度

の地震が東 北部で発生した、つ り連

地震が発生したと考えれ である、

そ でないと、東 の東部地 から 方

面でな 被害が がったのかとい 明が

つかないと 村 文の中で されている。 
だから、連 地震は しも では

ないとい ことを る がある。このよ

な ーンの連 地震は り くないが、

や の日 ・ な の中で確

かめることができる。 東大震災の時も、

度 の れの が大きかったと、

な が日 な に書き していた。 

 
２． 地震 災害 の  

 

1 地震 災 地 の  
 ここでは連 地震がもたらした 会

な や災害 者の置かれた 実につい

て考えてみよ 。 
に、地震防災対策と地方 や地

会の に することである。活断層

による地震 が な のもとで、大

地震のリスクに え、発生後に を

るのかとい で、 の熊本の連 地震

により たな も 上してきた。 
熊本日日 によれ 、最も被害の大き

かった益城町の本震による 者は、前震

の発生後に の中な に したが、地震

が ったと 断して に って被災し

た が い。本震による の倒壊で

になった が を めている。 
なお、震災による の 6 に

たる 30 が 65 上の 者だった。阪

神淡路大震災、東日本大震災と いてきた

熊本 連鎖地震からの警告　17
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大規模災害時における 者の とい

ーンが熊本地震でも り された。 
熊本地震の本震は、阪神淡路大震災と同

じ M7.3 の地震規模だったが、 者 は

阪神淡路大震災の 6,430 と して 50
に った。熊本日日 では、火災が発

生しなかったことや 同 の共 神が

したと分 していたが、やはり

度も しているのではないか。 
東 23 や横浜市な と同じ 度の

度であれ 、 分 者 は に く

なった 能 がある。横浜市の 度 1
たり 9,800 に対して、熊本市の

度同 1,900 である。 
た、本 となるは の市 、

町 、 館、学 な の公共施設が被

災したために、 された に くこ

ともでき に り された くの 者や

がい者がいたとい 実は、 後、

や の地 での大規模災害な の り

みを考えていく上で、地方 な に

災害 者に対する対 とい な を

きつけることになった。 
気象庁が した「 震」とい 表

は、地 だけでなく、 者に

も大きな地震はも ないとい 断を

える になった 能 がある。熊本の連

地震後、気象庁は 震とい 表 を

ことに になった。地震防災・ 災に

する 活動のあり方にも を すこと

になった。 
 

2 災 の 災害 の  
者や がい者な の災害 者に対す

る や の確 も大きな で

あることが分かった。日 な防災 の

発も であるが、400 年間に 25 も大

きな地震が発生していたよ に、熊本県は

もともと地震被害が い地 である。防災

の向上は本 な であったは

である。 
 地震災害に対する えが していたと

い ことで、 者や がい者な の災害

者はさらに に 面することになった。

連 地震により や 施設な の を

る の くが被災した。 
東日本大震災の時にも 原発の

によって や 施設の 者が

中や で を とした が く

ていた。これは ではなく 連 で

あるが、熊本県でも同じよ な が こ

っていたとい ことである。 者や が

い者な の災害 者 の は 分で、

に防災対策の が深 な を災害

者にもたらした。 
県内の や の 上が建物に

被害を けた。地 の 能 の

には、 の 震化の れがあった。

このことは深 かつ な にもなっ

た。 や断 な の イ インの断

が深 な被害をもたらした。たとえ 、

の 者の も になった。

の には大量の が である。

の 震化の れとともに、 の

ー テ ネ トの さとい も深

な を えた。 
地震災害と災害 者に しては、

の 震化が最も な である。

に ても、 の 震化は で

ある。 な の イ イン対策も

分である。 の 合は 発 な が

されているが、断 した 合の対 策

は と ないのが実 である。 
2014 年 1 月に神奈川大学で 催した

大学の 田 学長の講演の中で、

な教 の つとして強 されていたのは

の確 に することであった。 大

学 ン スのす 側 で が し

18　自治研かながわ月報 2017年2月号（No.163）
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たために、 ン ス内には大 の

が し せてきた。その時、 務 ス

が の を として確 する

ためにトイレに さないよ に を

した。このことは教 に でいる 
下地震や南 ト 大地震が発

生した 合、 大学のよ に、学内

の の をトイレ に するのを

に して、 な として確 する

がある。それは、 や

のための 断として 時に められること

である。 
熊本地震では、 者施設が被災したの

で、 の本 運 も大幅に れる

ことになった。熊本地震によって でき

なくなった 者施設は 者の 動を

なくされるとともに、 たに け れた

施設も となり した。 
の については、これ

でも されてきたが、熊本地震でも対

は後 に ってし った。 となった

学 も長 にせ るを なかったので、

た の の アの が生 れただけ

でなく、学習 の整 も に深 な

になった。 
その で、 として大きな

を たした熊本学 大学の り みについ

ては 後き と され、教 を み

る があるだろ 。大規模災害が発生し、

の中にあっては本 ある き対

を ことも になる。 に、 害者差

別 が施 されたとい ことを考える

時に、 者や教 者にとっては

い が きつけられていることを認

する があるだろ 。 
 

の 震 の  
の熊本地震で は 本 の中

であるとい ことを 認 させられたが、

建物の 震化 、建 の とい

ことも大きな として れてきた。

本は、やはり 者の を ることのでき

る や建物であるのか かとい こと

である。 
1978 年の 城県 地震を けて、建

の 震 は 1981 年に強化された

（ た、1995 年の阪神淡路大震災の発生を

けて、2000 年に建 の が

れ、 能規 の が された）。1981
年の 震 は震度 7 ク スの地震が

きても、倒壊や崩壊の れがないことを

本にしたものである。熊本県では、 震化

の公 度があるにも ら 、1981
年 前に建てられた の 震化が で

いなかったし、市町村の り みにも り

が られなかったよ である。 
熊本地震では 震 で建てられた建

物でも倒壊した があったが、 震

で られた 震 であっても、

は が大きな連 地震に えることを

していない。 
熊本県では 震化を後 しにしてきた市

や町の庁 な が 能になるとい

も発生した。庁 な が 能になっ

たので、 の対 や災害

が 分には れなくなった。 え 、

市 の 合、庁 の中に市内の 図面

が 部 っていたが、庁 の 部の が

しつ されたので建物の中に ることもで

きなくなった。 た、 に たよ に、

施設の 明 や な の

部 の 下によって、 できなくなっ

た も あった。 
1981 年 震 前の の 震化の

、 の や 明 な

の 部 の 震化、庁 な の

な 震化や建て え の の が な

である。 
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10 月 12 日に の NHK ス 「あ

なたの が ない 熊本地震からの 」

の中で、地震地 の が り上 ら

れていた。地震地 とい のは、地震

の い地 と ない地 では、 なった

震 が されるとい ものである。 
のよ に地震の い地 では い

の 震 を しているが、熊本県、

大分県、 県な では 対 に い 震

で建物が られてきたとい ことであ

る。これは 後の防災・ 災を考えていく

上でとても深 な である。 

 

地震に る の 災害  
連 地震によって生じた の とい

も 後に大きな を した。熊本

地震では 4 月 16 日 明の本震後、約 18
3 が 生活を ったが、熊本地震の

としては を った をはるかに

上 る が長 な 生活を ったこ

とである。 
度の 震と 4 を える 震の

は、 の に深 な を えた。

な 生活の の中で、 ーク

ス 、 中、 な のリスク

が った。震災 連 の は 日でも

していると考える きである(本稿

中の 1 月 17 日 の NHK ス 「

た の大震災－ と のリスク」は、この

について阪神淡路大震災後の な

に く たな を してくれる

ものである)。 
連 地震の 、 は物 や災

害 者 の対 の れな で した。し

かも被災により 能が著しく 下した

が、 時の 実が地 防災 の と

大きく していたために、対 のできな

かった市町村が かった。 
生活の 下で がいや のある

（ 災害 者）に生じる 化はさ

で、 で の が られなけれ

を くことも される。 え 、

生活での 者や がい者の りごと

を り上 た 4 月 18 日 の NHK「 ー

トネ ト TV」には、熊本県発 害

者会（Little bit）から、「発 がいの

た の 生活が に ている」との

メ ージが せられていた。 な

発 がいを つ の中には 化に対

するのが しく、集 生活で ニ クを

こしたりすることもあるため、 が

に して 生活をあきらめて 中

をしたとい ースは、発 害 ・

ン ーが東日本大震災の 年に っ

た でも されている。日本て か

学会も、災害発生 後はストレスによる

や 労な の でて か 者の

や発 が 発する ースがあり、それ

が で に けない 者がいるとい

メ ージを発表した。 
後、 な でも大規模災害が発生

した 合に、災害 者 の対 が、 か

つ、深 な として 上してくることは

容 に できる。 にも、 に け

ない の として、 同様に らし

てきた や な の トを連れた被災者

の対 が大きな となっている。 
生活の としては、 、

中 、在 被災者な の存在・ 在の確認

方 がある。つ り、 に なかった

たは ることができなかった 者や

がい者な の災害 者に対する や

な の 物 の 方 や な のニ

ーズの ・ 置な も深 な であっ

た。 
なお、日本 の で

ごせない「在 被災者」 公 けに

くく （2017 年 2 月 6 日 ）は、東日本
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大震災後の災害 者の置かれた につい

て 会な の から明らか

にしている。 
「 会な は 5 日、東日本大震

災で いが深 な被害に いながら

で ごせ 、 壊した に み けて

公 な 度から れる 在 被災者

の実 を を えて した。震

災 から 物 を けられなかったこ

とや、 壊した について災害 の

度を したことで 上の

被災者 でなくなり、 の みから

れている実 が き りになった。

壊した に み ける の 、46%が

震災発生 から に かなかったと

。 に った でも、50%が

在 間が 2 間 下で し、震災の

でも な の 物 を され

なかった が った。 」 
た、 の で 運 の在り方

を していくことも である。阪神

淡路大震災や東日本大震災でも が 被

害や に といった が 生活

の中で発生していた。 の運 には

の が であり、 共同 とい

観 での運 が れなけれ ならない。 
阪神淡路大震災 されてきたこと

であるが、 者の 防 、 や

防 も として めて な であ

る。 
 

ンの  
イ インの 断と日 生活とい

でも す きことがたくさ ある。 イ

インは文 りに市 生活の生 で

あり、地震で建物や の中に被害がなかっ

たとい でも断 、 、 市 スの

な が発生すれ 、建物が で

あっても生活ができなくなる。 

・ 市 スな の 設 が に

した 合、 に 大な時間が かる

が、 の ス会 から大量の が

された 工 は、 の大災害の を

えてできあがった みで、熊本地震

後にはこれが に く 能した。しか

し「（2）防災対策の と災害 者」で

明らかにしたよ に、 な の イ

インの 断によって市 生活はも ろ で

あるが、地 にも深 な が発生し

た。 
な の 交 では 下地震

の対 は であるとい も明らか

になった。九州 には東北 な

と 同 じ よ に 地 震 ス テ ム

（EQAS）が えられているが、 ステム

動と 同時に れが た 合には対

できない。東日本大震災の発生時、

で を けて東北 の同 ステム

が 動して が 断され、 は

動 に した。 
九州 の 路が 地する は益城

町の震源から 10 も れておら 、地震動

は九州 の 路 です に った。

そ すると、同 ステムは 能することが

できない。活断層が の 地する地

にある 合は、この ステムは 能しない

能 が大きい。 た、九州 の

には 防 ードの設置 がなか

ったことにも する がある。 
 

6 の 災害 の  
の 分だった防災 も

の とつである。東日本大震災を けて、

が や を被災地に り

ュ型 が れたが、熊本県庁な

に 物 が山 みされ、 こに し

てよいのかも からない であった。

から られてきた 物 の在庫 も
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できなかった。市町村でも け れ と

の えが 分であった。 
公務 が の 文については しいの

は たり前であるが、物 の在庫 や

な については ン ニやスー ーな

の 者から学 きであるし、地

なネ ト ークの中で に の

と 者、 ン ニやスー ーな の

者が する がある。 
市のよ に 庁 が被災した

として、 市、 市、 市、大

町、益城町な があった。防災 として

の 能を したことは 大な である。 
県内では 1960 年 につくられた横浜市

本庁 の 化が でおり、 下地

震を すると 上のリスクが大き

い。市 町村の庁 の 震化や て しと

い は なこともあり、 に対

することが しいが、対 しない けに

はいかないものである。 
大規模災害の には、 防・ ・

な による公 には がある。共

の強化と 認 がとても である。地

の との ュニ ー ンや がな

であるのかとい ことを、共 とい

観 から り ってみる がある。阪神

淡路大震災の約 1 月後に された建物

の下から い の が発 されたが、

なくとも震災発生後の 1 間は生きてい

たことが確認された。 が じ められ

ていたことに も気 かなかったとい こ

とから、やはり災害時の や共 を

能させるためには、大 市地 において

も の習 やお い様とい を つ

ことが大 である。 
地方 で (BCP)を策

していない が 8 近くある。だから、

災害が こったときに のよ にして 務

を させるかとい ことを、地方

でも から考える がある。 
 

 
活動を考えると、 後 が す

も大きな である。東日本

大震災を けて、アイ ン九州工 や ネ

ス レクト ニクス 会 の川 工 は、

に いて を実 し

たが、工 の建物や設 の 震化や防災対

策には の ストが である。 
ところが、熊本県はこれ で の

ために地震が こらないと してきた

けである。 も で もある大

と って、中 の の策

には大きな が る。中 の防災

対策を めていくためには、 や地方

の を 大することや

が である。 
災害時における の動きとして、ス

ー ーや ン ニな が たした とい

ものを 側もき と認 する が

ある。東日本大震災からスー ーや ン

ニな の は に くのことを学

で な り みを ってきた。 
観 面でも深 な被害を けたことが長

に大きな を える 能 がある。

熊本城の や な の被害 の を

観 の とすることも されているが、

防災 ーリズムとい 観 からの 策 な

り みの 大も められている。 
連施設の ・ の や

の と中長 な も

大きな となるだろ 。田 の被害

を ると分かるが、地面の び れや が

壊されている が く かけられた。

そこにいくら を ろ としても 田には

できないのが である。その では、

に対する中長 な が になる。 
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． め 

 

1 大 災害のリスク 
熊本地震から えてきた 地震防災対策、

災害 者 の対 、 建物の 震化と建

、 の と災害 者、 イ

インの 断、 の 、

活動と な の は、

や の地 にとっても大規模災害が発生

した時に な を つものである。 
中央防災会 は、 下地震の被害

と対策について (最 ) (2013 年

12 月)で、 下の M7 の 南部 下地

震が発生した 合の被害 を公表してい

る。震源として 川 や大田 を

したが、23 西部だけでなく、川 市や横

浜市の 部も 大な被害を ける 能

が大きな地震である。 
南部 下地震の 大な被害の発生に

よって、 中 能も する 能 が

ある。熊本地震でも イ インや交 施

設な の被害が 大だったが、 下地

震では 者 1 6 2 3 、被害

約 95 になり、 では火災が 発す

るだろ と されている。 
めて で 面 な 会 な

が て、建物・ 被害だけでなく、

イ イン、交 施設、 ンクな に

に深 な被害が るものと られる

( 東 の地震防災対策 中の 稿「

ン ート災害が 会・ 活動に す

」 )。 
東 内の火 発 の被災によって大

規模な が発生するとか、 ン ート

における大規模災害が こる 能 がある。

東日本大震災の時に、 県市原市の原

施設で火災が発生して、10 日間 えな

かったとい ことを い こす がある。 
 
2 災害 の  
それと同時に なことは、阪神淡路大

震災、 県中 地震、東日本大震災、熊

本地震、 下地震（ ）を する

と、 者 は阪神淡路大震災 31 、

県中 地震 10 、東日本大震災 40
上、熊本地震 18 とい である

のに対して、 下地震は 720 とい

方もない 者 を していること

  大 災害の の  

                                          ( ) 者  

- 1 -

阪神淡路大震災 新潟県中越地震 東日本大震災 熊本地震 首都直下地震

(1995年 1月)) (2004年10月) (2011年3月) (2016年 4月) (2013年推計)

死者数 6,440名 40名 18,520名 140名 23,000名

全壊・半壊 10.5万戸 2,515戸 40.1万戸 39.8万戸 61万棟

避難者数 31.7千人 10.3万人 40万人以上 18.3万人 720万人

仮設住宅 46,617戸 3,500戸 53,537戸 4,303戸 ？

被害総額 9.9兆円 3兆円 17兆円 3.7兆円 95兆円
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である（表－ ）。 
内には、これだけの 者 を

容できるだけの や 設 な を建

設するよ な はない。阪神淡路大震災

の 20 上の 者 、 県中 地震の

70 上の 者 になるので、

中のよ に、地方に集 させること

を せ るを なくなるだろ 。だが、

東日本大震災や熊本地震でも明らかになっ

ていた災害 者の 実がより 層深 な

で れてくることを の として

する がある。 
 

の の  
最近、 の とか な

が 、 城、 県の 部に られ

てきたが、災害 を え けるのか

とい ことを考え して、 中学 、

の教 だけでなく、大学教 でも防災・

災をき と位置付ける があるだろ 。 
東日本大震災後に、 市教 会が

中学 の学年向けに つの防災の 本

を したことや、 前、 教 書で

り上 られていた の「 らの火」

が 2011 年 4 月より 学 の教 （ 本）

として することになったことは

できる。 
 の熊本の連 地震を教 として、

な を大 にし、 合な 実を

することが最も大 なことである。 
熊本県では、 400 年間に に る

25 の地震が発生した。その に、注 が

なことは、中央 断層帯に って

連 して大地震が発生していたとい

実である。400 年前、1596 年 9 月 1 日

に 長 地震( 県 山 )、3 日後の

9 月 4 日に 長 後地震(大分県別府 )、
9 月 5 日に 長 地震( 府 )

が連 して発生した (表－ )。い れ

も中央 断層帯上かその で発生し

た大地震である。 
その 20 年後、中央 断層帯西 の

後 (熊本県)で、1619 年に 後 地震

(熊本県 市 )、1625 年に 後地震(熊
本地震)が連 して発生、熊本城を めて

大な被害がもたらされた。その間、1605 年

に南 ト 地震 ( 長南 地震 )が発生し

た。 
400 年後の 日、熊本で発生した連 地

震を にして中央 断層帯の上で

たな大地震が発生しないと えるだろ か。

その 、400 年前には「 」であった

方原発が中央 断層帯の 近にある

とい 合な 実を 実に け め

を らし けることが、 かな

を に していく上で を生きる

た の 務である。 地震について

ることが災害大 ニ ンに た の

を るために である。 
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